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・ 今後の推進に向けて（策定委員・地区フォーラム委員の意見） 

・ 計画策定の経過 

・ 委員名簿 

・ 地域活動団体の状況 

・ 主な社会福祉施設 

・ 計画策定に向けて実施したアンケート調査結果の概要 
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       今後の計画推進について                    

       策定委員・地区フォーラム委員からの主な意見 

 
□ 推進協議会について  

・  情報の交換の場なので、支え合い連絡会（取組１）のような、課題が出て

きたときに持ち込んで、解決策を図れる機能を期待している。 

・  委員には、地域に戻り、活躍できる人が望ましい。   

・  計画を推進する地域サポートネットワークのメンバーが、推進協議会に入
っていないと、取組み状況を把握したり、情報交換と言った部分に問題が生

じる。 
・  委員構成は、分野だけでなく、地域のバランスという観点も必要だ。 
・  地域の実情が常に報告され、またフィードバックされる体制づくりが必要

だ。 

   
□ 計画の推進について 

・  地域ネットワークが、自分たちのところで、何を優先するのか、取り組め
るのかを決めていくのではないか。 
・  まず、一つの成果をあげることだ。 
・ 意欲のある地域が優先順位を決めて、手始めにまずやってみて、それが好

事例となり、他の地区がまねていくということになるのではないか。 

・ 地域により活動状況を異なるので、地域により偏りがあっても仕方がない。 

・ 担い手が必要。団塊世代から意欲のある人を掘り起こすことが大事。 

・ 今回の計画づくりでは公募で参加した委員が活躍した。地域で人材の掘り

起しが難しくなっているので、ぜひこの人たちに引き続き地域で活躍しても

らいたい。 

・ コーディネート役（推進役）がいると、地域の意識も高まるし、実施しや

すい。 

・ 地区部会には活動に差がある。それをどう補強するのか、行政の支援が必

要だ。 

・ この計画は多くの住民が活動しないと実現しない。そのためにも、地区部

会の活性化がせひ必要だ。 

 

１ 
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・ 地域活動の拠点がぜひとも必要。船橋が公民館に地区部会があるように、

拠点を作ることで活動が活発化する。２０年来の悲願。 

・ 地区部会と計画策定に参加したフォーラム委員が中心となって、ボラン  

ティアを募って地域で組織づくりをする。その際、拠点として福祉施設、公

民館、空き教室を利用する、特に福祉施設を利用するのが現実的であると思

う。 
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 計画策定の経過 

 平成１６年 

4 月     第１回地区フォーラム開催 

         ・計画の位置づけや進め方を事務局が説明 

５月     第２回地区フォーラム開催 

              ・日常の生活や福祉活動を通じ感じている身近な

生活課題を発表し、委員全員で課題を共有 

         ・生活課題をグループ化しキーワードの設定を行

う                          

６月     第３回地区フォーラム開催 

         ・生活課題の検討順を決め解決策の検討開始 

７月２４日  第１回中央区地域福祉計画策定委員会開催 

         ・各地区フォーラムの取組状況を発表 

８月 ４日  第１回作業部会開催 

         ・今後の進め方を協議 

８月     第４回地区フォーラム 

         ・解決策の検討 

９月     第５回地区フォーラム 

         ・解決策の検討 

９月２７日  第２回作業部会開催 

         ・合同フォーラム発表用資料の検討 

  １０月１２日  第２回中央区地域福祉計画策定委員会開催 

            ・計画書の構成の検討 

            ・合同フォーラム発表用資料の検討 

            ・基本方針素案作成検討会の設置 

  １０月１８日  第１回フォーラム委員長会議開催 

・基本方針素案の検討 

  １０月２１日  第２回フォーラム委員長会議開催 

・基本方針素案の検討 

 

２ 
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１０月２３日  合同フォーラム開催 

        ・各地区フォーラムでの検討内容を取りまとめ発表 

１１月 １日  第３回フォーラム委員長会議開催 

・基本方針素案の検討 

１１月     第６回地区フォーラム開催 

          ・解決策の検討 

１１月２５日  第４回フォーラム委員長会議開催 

・基本方針素案を作成 

１２月     第７回地区フォーラム開催 

          ・基本方針素案についての意見取りまとめ 

１２月２０日  第３回中央区地域福祉計画策定委員会開催 

          ・基本方針の決定 

          ・分科会設置の決定 

          ・１７年度までの今後のスケジュール決定 

平成１７年  

１月      第８回地区フォーラム開催 

・解決策の検討 

          ・分科会への参加を募集 

          ・基本目標設定について意見交換          

  １月２９日   第１回分科会開催（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ分科会） 

          ・分科会のこれからの進め方など 

          Ａ分科会 ： 1 月２９日 

         Ｂ分科会 ： 1 月２９日 

         Ｃ分科会 ： 1 月２９日 

         Ｄ分科会 ： 1 月２９日 

１月２９日   第１回西千葉地区フォーラム広報委員会開催 

          ・ニュースレター発行の打合せ 

  ２月 ７日   第５回フォーラム委員長会議開催 

・基本目標素案の検討 
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２月      各分科会開催 

       ・解決策の検討 

Ａ分科会 ： ２月１１、２６日 

         Ｂ分科会 ： ２月１７日 

         Ｃ分科会 ： ２月３日 

         Ｄ分科会 ： ２月１２、２６日 

   ２月１９日   第１回西千葉地区フォーラム広報委員会開催 

          ・ニュースレター原稿作成 

 

２月２３日   第６回フォーラム委員長会議開催 

・基本目標素案の作成 

３月       各分科会開催 

       ・解決策の検討 

 Ａ分科会 ： ３月７日 

          Ｂ分科会 ： ３月４、９、１７日 

          Ｃ分科会 ： ３月１、１１日 

          Ｄ分科会 ： ３月６日 

３月１９日    第４回中央区地域福祉計画策定委員会開催 

         ・基本目標の決定 

         ・Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ分科会での検討状況 

平成１７年 

４月４日   第５回中央区地域福祉計画策定委員会開催 

        ・計画書（概要版） 

４月     各分科会開催   

       ・解決策の検討 

Ａ分科会 ： ４月２０日 

         Ｂ分科会 ： ４月１５日 

         Ｃ分科会 ： ４月１３日 

         Ｄ分科会 ： ４月 ９日 

 ４月２３・２４日  各地区フォーラム開催 

            ・計画案、基本目標についての意見交換 

     



  - 5 -

５月２５日  第 6 回中央区地域福祉計画策定委員会開催 

        ・分科会の検討状況（中間報告） 

５月     各分科会開催   

・解決策の検討 

Ａ分科会 ： ５月１２日 

Ｂ分科会 ： ５月１１日 

Ｃ分科会 ： ５月１０日 

Ｄ分科会 ： ５月１４日 

    ６月     各分科会開催   

・解決策の検討 

Ａ分科会 ： ６月 ８日  

Ｂ分科会 ： ６月 ９日 

Ｃ分科会 ： ６月１０日 

Ｄ分科会 ： ６月 ４日 

 ７月       各分科会開催   

Ａ分科会 ： ７月６日、７月２０日、２７日  

Ｂ分科会 ： ７月８日 

Ｄ分科会 ： ７月９日 

８月２３日  第７回中央区地域福祉計画策定委員会開催 

        ・基本目標について 

        ・基本方針について 

        ・分科会の検討結果について 

９月２１日 （臨時）中央区地域福祉計画策定委員会開催 

        ・計画案について 

   １０月 １日  合同フォーラム開催 

   １０月２５日  第８回中央区地域福祉計画策定委員会開催 

            ・中央区地域福祉計画案について 

   １２月１５日  パブリックコメントの実施 

平成１８年２月７日  第９回中央区地域福祉計画策定委員会開催 

            ・中央区地域福祉計画の決定 

     ３月４日  ４地区合同フォーラム開催 
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      委員名簿 
（１）区策定委員会 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 

樽
たる

見
み

　歳
とし

子
こ
千葉市社会福祉協議会東千葉地区部会 副委員長

大賀
おおが

　きぬ代
よ
アワーズ

鳥
とり

内
うち

　弥
や

彦
びこ
千葉市精神障害者地域家族会連合会

日高
ひだか

　正博
まさひろ

院内保育園

永野
ながの

　芳
よしとし

俊 千葉市老人クラブ連合会

才
さい

木
き

　浩子
ひろこ

公募

細井
ほそい

　英正
ひでまさ

千葉市民生委員・児童委員協議会

板倉
いたくら

　清隆
きよたか

千葉市老人クラブ連合会

山下
やました

　浩巳
ひろみ

精神障害者共同作業所リベラ

桐谷
きりや

　しげ子
こ
千葉寺保育園

藤平
ふじひら

　悦央
えつお

千葉市身体障害者福祉団体連合会

猪
い

野
の

　良
りょう

中央区町内自治会連絡協議会

三澤
みさわ

　正史
まさし

中央区町内自治会連絡協議会

中村
なかむら

　奈
な

知
ち

子
こ
特別養護老人ホーム都苑

真部
まなべ

　弓
ゆみ

雄
お
ファミリー・サポート・センター会員

西村
にしむら

　鉄男
てつお

公募

篠塚
しのつか

　俊子
としこ

千葉市ボランティア連絡協議会

國井
くにい

　小夜子
さよこ

知的障害者生活ホーム國井ホーム

武井
たけい

　雅光
まさみつ

中央区町内自治会連絡協議会 委員長

市川
いちかわ

　　明
あきら
公募

矢部
やべ

　英一
えいいち

ファミリー・サポート・センター会員

相楽
さがら

　弘子
ひろこ

千葉市社会福祉協議会白旗台地区部会

高橋
たかはし

　章博
あきひろ

特別養護老人ホームローゼンヴィラはま野

花澤
はなざわ

　幸三
こうぞう

知的障害者小規模授産施設大樹

学校関係者

ち
ば
中
央
・
都
・
寒
川

・
末
広
地
区

星
久
喜
・
松
ヶ
丘
・
川
戸
地

区

蘇
我
・
白
旗
台
・
生
浜
地

区

西
千
葉
・
中
央
・
松
波
・

東
千
葉

・
新
宿
・
中
央
東
地
区

（敬称略、地区フォーラム別）

地区名 役割所属団体名等氏名
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西千葉・中央・松波・東千葉地区フォーラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）　

1 Ｂ分科会 青木
あ お き

　弘行
ひろゆき

公募

2 Ａ分科会 石原
いしはら

　ジュン子
こ
公募

3 Ｄ分科会 北村
きたむら

　和枝
か ず え

千葉市ボランティア連絡協議会

4 宍倉
しし く ら

　久子
ひ さ こ

千葉市社会福祉協議会中央地区部会

5 委員長 Ａ分科会 樽見
た る み

　歳
とし

子
こ
千葉市社会福祉協議会東千葉地区部会

6 豊岡
とよおか

　浩子
ひ ろ こ

ファミリー・サポート・センター会員

7 Ｄ分科会 鳥内
とりうち

　弥彦
や ひ こ

千葉市精神障害者地域家族会連合会

8 永野
な が の

　芳
よし

俊
とし

千葉市老人クラブ連合会

9 中村
なかむら

　宗一
そういち

（株）日本ビコー　千葉支店

10 伊藤
い と う

　雅子
の り こ

千葉市民生委員・児童委員協議会

11 副委員長 Ｃ分科会 大賀
お お が

　きぬ代
よ
アワーズ

12 Ｃ分科会 小嶋
こ じ ま

　勇明
ゆ う じ

千葉市身体障害者福祉団体連合会

13 後藤
ご と う

　真由美
ま ゆ み

千葉市手をつなぐ育成会

14 小宮
こ み や

　千恵子
ち え こ

千葉ＮＰＯ設立支援センター

15 才木
さ い き

　浩子
ひ ろ こ

公募

16 佐々木
さ さ き

　美智子
み ち こ
千葉市社会福祉協議会西千葉地区部会

17 笹本
ささもと

　榮一
えいいち

中央区町内自治会連絡協議会

18 高橋
たかはし

　保
たもつ

千葉市社会福祉協議会松波地区部会

19 Ｂ分科会 日髙
ひ だ か

　正博
まさひろ

院内保育園

20 平山
ひらやま

　健治
け ん じ

公募

Ｎｏ 地区フォーラム 分科会 委員氏名 所属団体名等

  

 
 

（２）地区フォーラム委員名簿 
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ちば中央・都・寒川・末広地区フォーラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）　

1 朝生
あ そ う

　實
みのる

千葉市社会福祉協議会ちば中央地区部会

2 副委員長 Ａ分科会 板倉
いたくら

　清隆
きよたか

千葉市老人クラブ連合会

3 Ｃ分科会 加藤
か と う

　竜子
た つ こ

公募

4 菊池
き く ち

　恵美
え み

千葉市肢体不自由児者父母の会

5 Ａ分科会 桐谷
き り や

　しげ子
こ
千葉寺保育園

6 Ａ分科会 白井
し ら い

　進
すすむ

千葉市社会福祉協議会末広地区部会

7 長原
ながはら

　真理子
ま り こ

千葉市ボランティア連絡協議会

8 Ｄ分科会 藤平
ふじひら

　悦央
え つ お

千葉市身体障害者福祉団体連合会

9 松本
まつもと

　周子
の り こ

ウィメンズカウンセリングちば

10 Ｂ分科会 伊藤
い と う

　節子
せ つ こ

千葉市社会福祉協議会寒川地区部会

11 Ａ分科会 猪野
い の

　良
りょう

中央区町内自治会連絡協議会

12 今井
い ま い

　きよ 公募

13 Ｂ分科会 長原
ながはら

　修
おさむ

千葉市社会福祉協議会都地区部会

14 Ｄ分科会 長谷部
は せ べ

　道子
み ち こ

ファミリー・サポート・センター会員

15 馬場
ば ば

　利枝
と し え

公募

16 委員長 Ｄ分科会 細井
ほ そ い

　英正
ひでまさ

千葉市民生委員・児童委員協議会

17 Ｃ分科会 山下
やました

　浩己
ひ ろ み

精神障害者小規模作業所リベラ

分科会 所属団体名等Ｎｏ 地区フォーラム 委員氏名
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星久喜・松ヶ丘・川戸地区フォーラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）　

1 Ｄ分科会 植草
うえ く さ

　志
し

津
づ

江
え
公募

2 小川
お が わ

　秀司
ひ で し

公募

3 Ｃ分科会 菊池
き く ち

　裕美
ひ ろ み

千葉市自閉症児者親の会

4 Ａ分科会 黒川
くろかわ

　妙子
た え こ

千葉市社会福祉協議会星久喜地区部会

5 Ｄ分科会 篠塚
しのつか

　俊子
と し こ

千葉市ボランティア連絡協議会

6 Ｃ分科会 原田
は ら だ

　幸吉
こうきち

（株）ビィカインド

7 Ａ分科会 白鳥
しらとり

　むら 千葉市民生委員・児童委員協議会

8 副委員長 中村
なかむら

　奈
な

知
ち

子
こ 特別養護老人ホーム
都苑

9 Ａ分科会 真部
ま な べ

　弓雄
ゆみ お

ファミリー・サポート・センター会員

10 委員長 Ｃ分科会 三澤
み さ わ

　正史
ま さ し

中央区町内自治会連絡協議会

11 池内
いけうち

　博義
ひろよし

千葉市社会福祉協議会松ヶ丘地区部会

12 Ｄ分科会 國井
く に い

　小夜子
さ よ こ

 知的障害者生活ホーム國井ホーム

13 田中
た な か

　義雄
よ し お

千葉市身体障害者福祉団体連合会

15 Ｄ分科会 奈良
な ら

部
ぶ

　千鶴子
ち づ こ
公募

16 Ｂ分科会 西村
にしむら

　鉄男
て つ お

公募

17 Ｂ分科会 納
のう

元
もと

　佐知子
さ ち こ

千葉市社会福祉協議会川戸地区部会

18 Ａ分科会 渡辺
わたなべ

　久子
ひ さ こ

松ヶ丘保育園

Ｎｏ 地区フォーラム 分科会 委員氏名 所属団体名等
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蘇我・白旗台・生浜地区フォーラム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）　

1 Ｃ分科会 岡田
お か だ

　正
まさ

平
ひら

千葉市身体障害者福祉団体連合会

2 小川
お が わ

　藤子
ふ じ こ

 特別養護老人ホームあかいの郷

3 Ｄ分科会 木村
き む ら

　芳子
よ し こ

千葉市社会福祉協議会生浜地区部会

4 Ｂ分科会 佐藤
さ と う

　千恵子
ち え こ

公募

5 Ａ分科会 須藤
す ど う

　良子
よ し こ

千葉市民生委員・児童委員協議会

6 Ｄ分科会 高橋
たかはし

　章博
あきひろ

特別養護老人ホームローゼンビィラはま野

7 委員長 Ｂ分科会 武井
た け い

　雅光
まさみつ

中央区町内自治会連絡協議会

8 Ａ分科会 土屋
つ ち や

　淑子
よ し こ

公募

9 新田
に っ た

　恒夫
つ ね お

スペース海

10 宮下
みやした

　信幸
のぶゆき

千葉市ボランティア連絡協議会

11 Ｃ分科会 矢部
や べ

　英一
えいいち

ファミリー・サポート・センター会員

12 天羽
あ ま は

　喜公
よしたか

千葉市老人クラブ連合会

13 石川
いしかわ

　和光
かずみつ

公募

14 副委員長 市川
いちかわ

　明
あきら

公募

15 今本
いまもと

　藤江
ふ じ え

千葉市精神障害者地域家族会連合会

16 大森
おおもり

　喜久代
き く よ

今井保育園

17 鏑木
かぶらき

　憲子
の り こ

千葉市社会福祉協議会蘇我地区部会

18 後藤
ご と う

　節子
せ つ こ

 身体障害者療護施設ハピネス浜野

19 Ｄ分科会 相楽
さ が ら

　弘子
ひ ろ こ

千葉市社会福祉協議会白旗台地区部会

20 Ｂ分科会 鴇田
と き た

　知子
と も こ

千葉市民生委員・児童委員協議会

21 Ｃ分科会 花澤
はなざわ

　幸三
こうぞう

 知的障害者小規模授産施設大樹

22 Ｂ分科会 早川
はやかわ

　雪子
ゆ き こ

千葉市肢体不自由児者父母の会

所属団体名等Ｎｏ グループ内の役割 分科会 委員氏名
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          地域活動団体の状況 
 

 ① 町内自治会加入率 

町内自治会の加入率は、全市的に減少傾向にあり、中央区区でも、平成１３

年から５．８ポイント減少しています。 

加入率(％） 
  

平成 13 年 平成 14 年 平成 15 年 平成 16 年 平成 17 年 

千葉市 79.8 78.1 76.5 75.5 74.8 

中央区 80.7 79.0 76.8 75.9 74.9 

花見川区 86.8 85.9 85.0 83.5 83.2 

稲毛区 82.9 81.8 80.3 79.1 78.6 

若葉区 74.0 73.0 73.3 73.0 71.9 

緑区 65.6 64.6 62.1 61.6 61.0 

美浜区 81.2 76.7 73.9 72.6 72.4 

※各年とも 3月 31 日現在  

加入率＝加入世帯数÷全市または各区の世帯数 

② 社会福祉協議会地区部会加入世帯数 

社会福祉協議会地区部会への加入世帯数は、全市的には、増減はあるものの

緩やかな増加傾向にあり、中央区でも、平成１３年から３，９６２世帯が新た

に加入しました。 

加入世帯数（世帯） 
  

平成 13 年 平成 14 年 平成 15 年 平成 16 年 平成 17 年 

千葉市 163,727 161,612 164,059 167,026 170,554 

中央区 45,263 46,273 46,654 46,320 49,225 

花見川区 23,948 23,801 23,833 23,678 23,133 

稲毛区 30,214 29,662 29,174 28,213 28,791

若葉区 25,197 25,492 24,989 25,145 24,691 

緑区 12,202 12,676 13,290 17,902 18,205 

美浜区 26,903 23,708 26,119 25,768 26,509 

※各年とも 3月 31 日現在 

４ 
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③ 老人クラブ加入率 

老人クラブの加入率は、高齢期を迎えた方の新規加入が少ないため、全市的

に減少傾向にあり、中央区も減少傾向にあります。  

加入率（％） 
  

平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 

千葉市 10.6 9.7 9.1 8.4 8.0 

中央区 17.3 16.1 15.4 14.1 13.4 

花見川区 7.2 6.6 6.3 5.8 5.3 

稲毛区 9.5 8.4 7.8 7.2 6.8 

若葉区 8.5 7.8 7.2 6.8 6.7 

緑区 10.1 9.6 8.3 7.5 6.8 

美浜区 8.8 8.2 7.9 7.9 7.8 

※各年度とも 4月 1日現在  

加入率＝加入している 60 歳以上の人数÷全市または各区の 60 歳以上の人口 
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④ 社会福祉協議会地区部会の主な活動状況 

① ふれあい・いきいきサロン 

公共の施設や学校の余裕教室・個人宅を会場に、お茶やお菓子を食べながら

語らいの場やレクリエーションの機会を提供し、地域交流・仲間づくりを進め

る活動です。                  平成 17 年 4 月 1 日現在  

NO 区 地区部会 会場 活動日 備考

1 都 今年度検討

2 長洲２丁目町民会館 月１回

3 長洲２丁目町民会館 年５回

4 中央 富士見町、栄町、本千葉、弁天北部 年４回

5 花輪小安会館 月１回

6 花輪町自治会館 月１回

7 南町共栄会館 年２回

8 赤かぶ園 年２回

9 大巌寺自治会館 年２回

10 大森自治育成会館 年１回

11 白旗会館 年２回

12 大森台自治会館 年１回

13 花輪町弥生が丘自治会 年１回

14 大巌寺新町会館 年１回

15 大森町向台自治会館 年１回

16 大森町陽光会館 年１回

17 新今井町会館 年１回

18 白旗台団地自治会館 年１回

19 千葉中央CC松波分室 月１回

20 松波 弥生町自治会館 年３回

21 黒砂台高灯会集会所 年１回

22 松ヶ丘公民館 年１回

23 松ヶ丘 憩いの家 年１回

24 さくら会館 年１回

25 川戸 川戸公民館 月１回 ８月を除く

26 寒川町３丁目公民館 月１回

27 稲荷町会館 月１回

28 寒川 稲荷町社務所 月１回

29 港町自治会館 月１回

30 港町自治会館 月１回

31 星久喜 星久喜公民館

32 東千葉 東千葉住宅地集会所 月１回

33 中央東 今年度検討

末広

中央

白旗台
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② ふれあい・子育てサロン 

公共の施設等を会場に、子育て中の親子が気軽に参加し、自由に遊んだり、

おしゃべりをしたり、情報交換をしたり、子育てを楽しみながら仲間をつくり、

互いに支え合う活動です。            平成 17 年 4 月 1 日現在 

NO 区 地区部会 サロン名称 会場 活動日 備考

1 都 今年度検討

2 ちば中央 おしゃべりしません会
小学校余裕教室
自治会館

月１回

3 松波
生涯学習センター
弁天保育所

月１回

4 白旗台 宮崎公民館 月１回

5 松ヶ丘 ほのぼの育児サークル
松ヶ丘公民館
松ヶ丘保育園
青葉の森

月１回
８,１,３月は
休み

6 寒川 アップル育児サークル
寒川３丁目公民館
寒川保育所余裕教室

月１回

7 星久喜 トントンルーム 星久喜公民館 月１回 ４月は休み

8 べじたぶる 浜野会館 月１回

9 育児サークル生実 生実会館 月１回

10 東千葉 にこにこ広場 東千葉住宅地集会所 月１回

11 中央東 今年度検討

生浜

中央

 

 ③ ふれあい・散歩クラブ 

公園等で散歩をすることで、孤独がちであったり、自宅に閉じこもりがちで

ある状況を防ぎ、軽い運動をすることで、生活に張りができ、要介護状態にな

ることを予防する活動です。            平成 17 年 4月 1 日現在 

NO 区 地区部会 サロン名称 会場 活動日 備考

1 ちば中央 都川沿い～本町公園 昨年度１回実施

2 西千葉 みどり台駅～西千葉公園 昨年度１回実施

3 蘇我 東電千葉ビオトープ 昨年度３回実施

4 東千葉 おはよう歩こう会 山部公園 月１回

中央
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④ ふれあい食事サービス 

高齢者の方を対象に食事の配達サービスや、公民館・集会所等で会食会を通

じて食事を提供するサービスです。         平成 17 年 4月 1 日現在 

NO 地区部会 会場 実施方法 実施日
1回の
参加者

実績

1 定期実施 西千葉 黒砂公民館 配食・会食 第2・3木曜 67 1206

2 定期実施 白旗台 南部青少年センター 配食 第３水曜 60 603

3 行事実施型 都 都町自治会館ほか 会食
5,6,10,2,3
月

21 128

4 行事実施型 川戸 川戸公民館 会食 11月 91 91

5 行事実施型 松波 松波公民館 配食 11,2月 25 49

6 行事実施型 東千葉
東千葉自治会集会所ほ
か

会食 6,9,12,3月 34 134

実績：実施食数

 

５ ファミリーサポートセンター 

  「子育て中で困ったときに手を貸して欲しい。」（依頼会員）と「子育て中

のお母さんを助けてあげたい。」（提供会員）に会員登録してもらい、センタ

ーのアドバイザーが仲立ちとなり、地域に住む会員同士で子育てを支援する

相互援助活動組織です。 

  平成 16 年度の活動（利用）実績は 10,359 件で、事業がスタートした翌年

度の 14 年度に比較して 2.5 倍に増えています。 

 （１）主な活動（利用）内容 

  ・ 保育所、幼稚園等の送迎、その後の預かり 

  ・ 冠婚葬祭、学校行事等の社会的理由による子どもの預かり  

  ・ 買い物等外出の際の子どもの預かり 

（２）中央区の状況（平成１６年度実績） 

 ア 会員数      

     依頼会員  265 人 

     提供会員   65 人 

          両方会員   41 人  

  イ 活動（利用）件数   1745 件 
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     主な社会福祉施設 
 
１ 「高齢者福祉施設の状況」      地区フォーラム単位 

施設種別 施設数 西千葉 ちば中央 星久喜 蘇我 

特別養護老人ホーム 3     1 2 

介護老人保健施設 2   1 1   

有料老人ホーム 5     3 2 

痴呆性老人ホーム 2       2 

ケアハウス 1     1   

訪問看護ステーション 9 5 2   2 

デイサービス施設 17 3 1 3 10 

在宅介護支援センター 4   1 1 2 

老人福祉センター 1     1   

高齢者職業相談室 2 2       

高齢者スポーツ広場 2   1 1   

高齢者大学校 1     1   

高齢者総合相談センター 1   1     

シルバー人材センター 1   1     

高

齢

者 

老人つどいの家 8 2 1 3 2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
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＜注釈＞

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

デイサービス施設

在宅介護支援センター

老人つどいの家

特

特

特

介

デ
介

在
介

老

デ

在

デ

デ
デ

介

デ

在

介

デ

デ デ 在

特

デ

デ

デ

デ

デ

デ

デ

デ

デ

在

老

老

老
老 老

老

老

老
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２ 「障害者施設の状況」        地区フォーラム単位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施設種別 施設数 西千葉 ちば中央 星久喜 蘇我

身体障害者小規模通所授産施設 1   1     

身体障害者療護施設 1       1

身体障害者福祉センター（Ｂ型） 1     1   

知的障害者小規模通所授産施設 2   1   1

知的障害者生活ホーム 2     1 1

心身障害者小規模福祉作業所 1   1     

心身障害者ワークホーム 4       4

精神障害者共同作業所 6 3 2   1

精神障害者グループホーム 1       1

盲・聾・養護学校、特殊教育 2   1 1   

補装具製作施設 1 1       

身体・知的障害者更正相談所 1       1

障害者職業センター 1   1     

障

害

者 

精神保健福祉センター 1     1   
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＜注釈＞

身体障害者小規模通所授産施設

身体障害者療護施設

知的障害者小規模通所授産施設

精神障害者グループホーム

身体障害者福祉センター（Ｂ型)

知的障害者生活ホーム

心身障害者小規模福祉作業所

心身障害者ワークホーム

精神障害者共同作業所

身小

身小

身療

身福

知小

心小

心ワ

知生

精共

精グ

精共

精共

精共
精共

知小

知小

心小
身福

知生

知生

身療

心ワ

心ワ
心ワ
心ワ

精グ
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３ 「児童福祉施設の状況」        地区フォーラム単位 
施設種別 施設数 西千葉 ちば中央 星久喜 蘇我 

保育所（公 13 私 5） 18 4 4 3 7

幼稚園 22 7 5 6 4

小学校 19 4 4 4 7

子どもルーム 15 3 3 3 6

中学校 9 2 2 3 2

子育てリラックス館 1   1     

青少年相談 3   3     

青少年センター 1       1

児童自立支援施設 1       1

児

童 

児童文化センター 1       1
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＜注釈＞

保育所

小学校

子どもルーム

小学校に子どもルームを併設

子育てリラックス館

保

保

小

ル

リ

リ
小

小

小

小

小

小

小小

小

保

保

保 保

保

保

保

保

保

保

保
保

保

保 保

保

保

小･ル

小･ル小･ル

小･ル

小･ル

小･ル

小･ル

小･ル

小･ル

小･ル

小･ル

ル

ル

ル

ル

ル
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中央区地域福祉計画策定のためのアンケート調査結果の概要 

 
 
１ 調査の概要 
（１）調査目的 
  中央区在住の市民の地域福祉に関する意向を把握し、地域福祉計画を策定するうえ

での基礎資料とすることを目的とした。 
 

（２）対象 
  調査対象は，中央区に在住する１６歳以上の区民８００人、内訳は、各地区フォー

ラムのエリアごとに在住する２００人を抽出した。 
なお、対象者の抽出方法は、無作為抽出とした。 
 

 

２ 主な調査結果 
（１）地域との関わりについて 
 中央区全体では、「顔を合わせれば、あいさつする程度」(53.9%)が最も多く、次いで
「なんでも相談し助け合えるまでとはいかないが、内容によっては相談し助け合う」

(17.1%)が続く。 
 地区別に見ると、「顔を合わせれば、あいさつする程度」が一番多いのが、西千葉・中

央・松波・東千葉地区（57.5%）である。 
 「普段から簡単な頼みごとをする程度」は、蘇我・白旗台・生浜地区（24.3％）が最
も多い。 
 「なんでも相談し助け合えるまでとはいかないが、内容によっては相談し助け合う」

は、ちば中央・都・寒川・末広地区（23.1%）が最も多い。 
 「ほとんど近所づき合いはない」という回答が最も多かったのは、ちば中央・都・寒

川・末広地区（7.7%）である。 
 
 
（２）地域活動・ボランティア活動 
 地域活動やボランティア活動の有無については、中央区全体では、「活動したことはな

い」(39.4%)が最も多く、次いで「以前、活動したことがあるが、現在はしていない」(17.1%)
となっている。 
「現在、活動している」（12.9%）と合わせると３割弱が地域活動やボランティアの経
験があると回答している。 
 地区別では、「活動したことはない」という回答が最も多いのが、西千葉・中央・松波・

東千葉地区（41.3%）である。 
「以前、活動したことがあるが、現在はしていない」が最も多いのが、西千葉・中央・

松波・東千葉地区（20.0%）であるが、「現在、活動している」（16.3%）と合わせると 4
割弱が地域活動やボランティアの経験があると回答している。 
 なぜ活動をしないのかという理由については、中央区全体では「仕事をもっているの

で時間がない」(31.4%)が最も多く、次いで「どのような活動があるのか地域活動・ボラ
ンティア活動に関する情報がない」(21.7%)、「活動したい気持ちはあるが、きっかけが  
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つかめない」（16.6%）が続く。 
 今後の活動については、中央区全体では、「できれば活動したい」(42.3%)が最も多く、
次いで「あまり活動したいと思わない」(24.0%)となっている。 
 「活動したい」は、ちば中央・都・寒川・末広地区（5,7%）が最も多い。「まったく
活動したいとは思わない」は、西千葉・中央・松波・東千葉地区（8.2%）が最も割合が
多い。 
 
（３）社会福祉協議会、民生委員・児童委員の認知度について 
 社会福祉協議会の認知度については、中央区全体では７割弱の割合で名前を聞いたこ

とがあると回答している。（「名前も活動内容も知っている」（17.7%）、「名前は聞いたこ
とがあるが、活動内容はよく知らない」（48.4%）） 
「名前も活動内容も知らない」（21.0%）という回答は 2割ほどである。 
 「名前も活動内容も知らない」が最も多いのは、西千葉・中央・松波・東千葉地区（28.8%）
である。 
 民生委員・児童委員の認知度については、「名前は聞いたことがあるが，活動内容はよ

く知らない」(41.6%)が最も多いが、「名前も活動内容も知っている」(36.1%)をあわせる
と名前は聞いたことがあるという回答は８割近くになる。 
 地区別では星久喜・松ヶ丘・川戸地区が、「名前も活動内容も知っている」（42.9%）
という回答を４割近くしており、「名前も活動も知らない」は西千葉・中央・松波・東千

葉地区（11.3%）が最も多い。 
 
 
（４）福祉のまちづくりについて 
 中央区全体では、「福祉の課題については，行政も住民も協力しあい，ともに取り組む

べきである」(43.5%)が最も多く、次いで「行政だけでは解決できない福祉の課題につい
ては，住民が協力して行う」(18,7%)となっている。 
 地区別では、蘇我・白旗台・生浜地区が「福祉の課題については，行政も住民も協力

しあい，ともに取り組むべきである」（45.9%）で、その他３地区でも同じく４割程度の
回答がある。 
 「行政だけでは解決できない福祉の課題については，住民が協力して行う」は、西千

葉・中央・松波・東千葉地区（22.5%）が最も多い。 
 「福祉を実施する責任は行政にあるので，税負担をすでに担っている住民は特に協力

することはない」という回答は、星久喜・松ヶ丘・川戸地区（9.9%）が最も多い。 
 
 
（５）今後の福祉のまちづくりのために重要なことについて 
 各地区とも「保健・医療・福祉の連携による在宅サービスの充実」、「福祉サービス利

用のための適切な情報を得る体制づくり」、「緊急時の防災・安全対策」、「身近な近隣住

民，民生委員などによる相談支援体制の整備」がほぼ 1割ずつ回答があった。 


